
学びの広場

綴子地域全体で防災意識を高める綴子地域全体で防災意識を高める

　▲学校を避難場所に想定した防災学習

　綴子小学校の「防災キャンプ」が、８月29日と
30日に行われ、学校を避難場所に想定して児童や
ＰＴＡ、地域住民が合同で防災学習をしました。
　防災キャンプでは、日赤秋田県支部の救急法指導
員から、ハイゼックス袋によるご飯の炊き出しと、
実際に三角巾を使用した救急法を学んだほか、綴子
婦人会の協力を得て豚汁をつくりました。
　また、気仙沼市立病院から脳神経外科長の成田徳
雄氏（旧合川町李岱出身）を招いて「防災で大事なこ
と」をテーマに話を伺い、東日本大震災で実際に救

命・治療にあたり、多くの命を救った医師の貴重な
体験談に、参加者は聞き入っていました。

阿仁熊牧場「くまくま園」見学阿仁熊牧場「くまくま園」見学

　森吉大学第３回移動研修が、米内沢地区生を対象
に９月1日と、前田地区生を対象に同月９日の２回
に分けて行われ、リニューアルオープンした阿仁熊
牧場「くまくま園」を見学しました。
　参加者はツキノワグマのエサやり体験をしたり、
新設されたヒグマ舎で、本州には生息していないヒ
グマをガラス越しに自然に近い形で見学。２メート
ルを越えるヒグマが急接近すると、その大きさと迫
力に学生達は圧倒されていました。
　午後からは打当温泉「マタギの湯」で一汗かき、 　▲クマの見学やエサやりを楽しむ学生たち

昼食を食べながら「くまくま園」での感想を語り合
いました。

～綴子小学校「防災キャンプ」～

～森吉大学移動研修～

す
。
焼
香
を
行
っ
た
後
、
浜
辺
の
歌
音
楽

館
少
年
少
女
合
唱
団
や
地
元
の
合
唱
団
が

合
唱
し
、
最
後
に
会
場
に
い
る
皆
さ
ん
で

「
浜
辺
の
歌
」
を
合
唱
し
ま
す
。
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
10
月
29
日（
水
）　
15
時
30
分
〜

場
所　
龍
淵
寺
（
成
田
為
三
の
墓
前
）

　
平
成
24
年
度
の
藤
株
遺
跡
の
発
掘
調
査

で
は
、
縄
文
時
代
の
多
く
の
建
物
跡
や
フ

ラ
ス
コ
状
土
坑
等
の
ほ
か
、
当
時
の
土
器

や
石
器
も
た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

報
告
会
で
は
、
過
去
の
成
果
も
含
ん
だ
内

容
の
報
告
と
、
土
器
や
石
器
、
写
真
パ
ネ

ル
も
展
示
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　
11
月
１
日（
土
）　
13
時
〜
15
時

会
場　
沢
口
公
民
館　

※

駐
車
場
あ
り

■
長
岐
家
文
書
に
み
る
七
日
市
村
の
生
活

―

江
戸
時
代
の
山
村
資
源
・
食
料
資
源―

日
時　
10
月
30
日（
木
）　
14
時
〜

場
所　
北
秋
田
市
七
日
市
「
長
岐
邸
」

講
師　
栗
原 

健
一
郎 

氏
（
徳
川
林
政
史

研
究
所
研
究
員
・
立
正
大
学
非
常
勤
講
師
）

申
込
締
切　
10
月
20
日（
月
）

(3)
駒
踊
り
…
六
頭
の
駒
が
戦
場
で
敵
と

渡
り
あ
っ
て
い
る
姿
を
表
現
し
た
踊
り

で
す
。

(4)
奴
…
白
扇
を
持
っ
て
笛
と
太
鼓
の
囃

に
合
わ
せ
大
名
行
列
の
奴
の
踊
り
を
模

し
た
も
の
で
、
七
つ
の
踊
り
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

(5)
棒
使
い
…
二
人
一
組
で
樫
の
棒
を

持
っ
て
渡
り
合
う
姿
を
模
し
て
い
る
も

の
も
の
で
す
。（
一
〜
六
番
棒
）

◇
開
催　
８
月
13
日
、
源
昌
寺
、
浦
田

神
社
、
地
域
各
所
で
踊
っ
て
い
ま
す
。

◇
浦
田
獅
子
踊
り
保
存
会
が
中
心
と
な

り
、
地
域
の
人
た
ち
や
帰
省
客
と
と
も

に
保
存
・
伝
承
の
た
め
引
き
継
い
で
い

る
芸
能
で
す
。

▽
昭
和
59
年
３
月
21
日
市
指
定
文
化
財

▽
資
料
／
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
作
成

資
料
、
浦
田
獅
子
踊
り
保
存
会
代
表
作

成
資
料
（
調
査
・
聞
き
取
り
）

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
委
員　
照
内
捷
二

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

79

○「
浦
田
獅
子
踊
り
」

◇
所
在
地　
北
秋
田
市
浦
田
（
森
吉
）

◇
管
理
者　
浦
田
獅
子
踊
り
保
存
会

〈
内
容
〉

　
獅
子
踊
り（
三
頭
獅
子
）だ
け
で
な
く
、

行
列
と
勇
壮
な
駒
踊
り
、
華
や
か
な
奴

踊
り
、
そ
し
て
技
を
競
う
棒
術
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
起
源
〉

　
浦
田
の
獅
子
踊
り
に
つ
い
て
は
、
近

隣
の
獅
子
踊
り
の
由
来
と
同
じ
よ
う
に
、

関
が
原
の
戦
い
に
敗
れ
た
佐
竹
義
宣
公

が
、
水
戸
か
ら
秋
田
へ
国
替
え
の
途
中
、

君
主
の
慰
労
と
武
士
の
士
気
高
揚
の
た

め
、
家
臣
が
演
じ
た
道
中
芸
が
発
端
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
構
成
〉

　
参
勤
交
代
を
模
し
た
行
列
に
始
ま
り
、

獅
子
、
駒
、
奴
、
棒
使
い
の
四
種
の
踊

り
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

(1)
行
列
…
笛
、太
鼓
、棒
使
い
、高
灯
籠
、

幟
、馬
印
、槍
、は
さ
箱
、長
刀
、奴
、駒
、

獅
子
の
順
で
行
わ
れ
ま
す
。

(2)
獅
子
…
雄
獅
子
、
雌
獅
子
、
中
獅
子

の
三
匹
の
獅
子
の
愛
情
の
も
つ
れ
を
表

現
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
り
よ
し
文
化
交
流
会
で
は
、
芸
文
協

加
入
団
体
や
、
サ
ー
ク
ル
活
動
し
て
い
る

方
以
外
の
、
出
演
者
及
び
展
示
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

演
示
日
時　
11
月
16
日（
日
）　
10
時
〜

展
示
期
間　
11
月
16
日（
日
）〜
12
月
末

会
場　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象　
森
吉
地
区
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る

個
人
の
作
品
（
手
芸
や
絵
画
、
工
芸
品
な
ど
）

申
込
締
切　
10
月
10
日（
金
）

■
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
講
座

　
「
コ
コ
ロ
が
楽
に
な
る
魔
法
の
こ
と
ば
」

を
テ
ー
マ
に
、日
常
の
ス
ト
レ
ス
を
解
き

放
ち
、心
身
を
和
や
か
に
過
ご
す
方
法
を

学
び
ま
せ
ん
か
。入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　
10
月
16
日（
木
） 

13
時
30
分
〜
15
時

会
場　
中
央
公
民
館

講
師　

村
岡 

昇 

氏（
フ
ァ
ミ
リ
ー
ネ
ッ

　
　
　
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

　
作
曲
家
・
成
田
為
三
を
偲
び
、
そ
の
功

績
を
称
え
る
た
め
、
命
日
に
あ
た
る
10
月

29
日
に
、
追
悼
墓
前
演
奏
会
を
開
催
し
ま

北
秋
田
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

（
民
俗
芸
能
）

　
藤
株
遺
跡
地
域
報
告
会

問
　
秋
田
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
中
央
調
査
室

　
　

 

☎
０
１
８‐

８
９
３‐

３
６
１
４

　
も
り
よ
し
文
化
交
流
会
〜
作
品
募
集

申
問
　
　

 

森
吉
公
民
館 

☎
72‐

３
２
５
９

　 浦田獅子踊り

　
中
央
公
民
館
公
開
講
座

申
問
　
　

 

中
央
公
民
館 

☎
62‐

１
１
３
０

　
成
田
為
三
追
悼
墓
前
演
奏
会

申
問
　
　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

　
お
や
か
た
さ
集
ま
る
べ
講
座

　
　

 

お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ 

長
岐
賢
一

　

 

☎
０
９
０‐

６
１
０
１‐

８
９
０
６

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
１
８
６‐

66‐

２
５
１
３

申
問

北秋田市文化祭北秋田市文化祭第９回第９回

生涯学習課文化係　☎62‐6618〈お問い合わせ〉

演示部門

展示部門 11/１（土） ～ 11/３（月）

 
会場 文化会館／時間 ９：00開演（８：30開場）

会場 鷹巣体育館／時間 ９：00～17：00（３日は15：00）

生涯学習課文化係　☎62‐6618〈お問い合わせ〉

11月１日（土）

　「浜辺の歌」、「かなりや」、「秋田県民歌」など
で知られる郷土出身の作曲家・成田為三を顕彰す
る『浜辺の歌音楽祭』。成田為三の作品を中心に、
保育園や小中学校、コーラスグループによる合唱
が披露されます。ぜひご来場ください。

11/２（日） ～ 11/３（月）

10：00開演

会場 北秋田市文化会館（入場無料）

日時

浜辺の歌音楽祭浜辺の歌音楽祭第９回第９回

11/2・3は会場間を無料シャトルバスが運行します。
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